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３月定例会
智里東子どもサポート隊 (苔玉づくり)智里東子どもサポート隊 (苔玉づくり)
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文章中の★の付いた用語は、17ページの用語解説「おしえて！セイアくん！（仮）」で解説しています。参考に読んでみてください！

　「智里東子どもサポート隊」は、小学生が
放課後を安全・安心に過ごせる場として、文
部科学省の放課後子供教室事業のもと、地域
住民の参画により、学習・スポーツ・文化・
交流など多様な体験活動を支える団体です。
　「地域の子どもたちを地域で育てる」とい
う理念のもと、有志７名で結成され、月１回
程度ではありますが、事務局のお手伝いをしながら、子どもたちの見守りと安心できる居場所
づくりを目指しています。活動も４年目となり、健やかな成長を願いながら、時には一緒に体
を動かし、時には寄り添いながら関わるなかで、子どもたちの成長には驚かされることも多く
あります。
　また、私たちにとっても、地域のつながりや保護者の皆さんとの関わりを深め、教育や地域
について考える機会となっています。参加当初は戸惑いもありましたが、子どもたちから元気
をもらうことも多く、今では自然に関わり、共に過ごす喜びを感じています。
　今後もスポーツや地域巡り、ミニ門松づくり、苔玉づくり、シイタケ栽培、料理などを通じ
て、楽しい時間を共に過ごせるよう計画していきます。ちょっと覗いて、声援をいただくだけ
でも大歓迎です。地域の皆様のご参加をお待ちしております。

　
１
月
19
日
に
令
和
８
年
第
１
回
臨

時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

国
か
ら
の
★
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
受
け
、

子
育
て
応
援
手
当
や
商
品
券
配
布
な

ど
を
行
う
た
め
の
補
正
で
す
。

主
な
質
疑

Ｑ
　
生
活
者
支
援
に
つ
い
て
、
現
金

給
付
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
選

択
肢
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
商
品
券

配
布
に
至
っ
た
理
由
は
。

Ａ
　
国
か
ら
の
早
期
執
行
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
、
貯
金
や
地
域
外
へ
の

使
用
が
考
え
ら
れ
る
現
金
給
付
と
違

い
、
商
品
券
配
布
は
手
続
き
の
迅
速

化
や
地
域
経
済
へ
の
即
効
性
が
高
ま

る
こ
と
を
期
待
し
決
定
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
臨
時
交
付
金
は
事
業
者
支
援
の

面
も
あ
る
が
、
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
　
今
回
は
早
急
に
消
費
者
へ
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
事
業

者
向
け
の
支
援
と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン

や
電
気
代
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
の

対
応
や
、
農
業
者
へ
の
資
材
や
農
薬

等
の
助
成
な
ど
を
検
討
し
４
月
以
降

実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
国
内
経
済
の
現
状
と
し
て
ド

ル
に
対
し
て
の
円
安
が
著
し
く
、
先

の
見
え
な
い
物
価
高
が
続
い
て
い
る

中
、
実
質
賃
金
は
低
下
し
、
住
民
や

事
業
者
へ
の
負
担
影
響
が
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
商
品

券
配
布
や
子
育
て
応
援
手
当
、
今
後

実
施
さ
れ
る
事
業
者
や
農
業
者
へ
の

支
援
を
通
し
て
地
域
経
済
へ
貢
献
で

き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

【智里東子どもサポート隊】　
代表　熊谷 博幸

pick up

令
和
８
年
１
月　

臨
時
会
報
告

令
和
７
年
度
阿
智
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
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●令和８年度予算額

阿智村政７０周年！リニア新幹線のトンネル掘削や、運動公園整備工事着手！

歳
出
の
内
訳
（
一
般
会
計
）

％
は
構
成
比

（
　
）内
は
前
年
比

民生費  16.01%

  

13億4481万円
（2783万円増）

農林水産業費 6.17%

  

5億1821万円
（3457万円減）

衛生費  4.36%

  

3億6625万円
（46万円増）

議会費  0.84%

  

7049万円
（205万円増）

教育費  7.82%

  

6億5664万円
（335万円減）

災害復旧費  0.01%

  

91万円
（同額）

予備費等  0.32%

  

2700万円
（1700万円増）

総務費  40.84%

  

34億3039万円
（8億1103万円増）

土木費  11.72%

  

9億8446万円
（3801万円増）

消防費  2.54%

  

2億1297万円
（3651万円減）

※
一
部
端
数
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

令和８年３月定例会報告

一　般　会　計　　　  84億円　　　　 （前年比 7億9300万円増）

各 特 別 会 計 　　　 16億5480万円（前年比 5600万円増）

水道事業会計（支出合計） 　3億7707万円（前年比 3523万円減）

下水道事業会計（支出合計） 　7億5398万円 （前年比 3012万円増）

令和８年度予算

商工費  4.63%

  

3億8925万円
（3315万円減）

公債費  4.75%

  

3億9864万円
（420万円増）

　　　　　令和８年度一般会計予算の増減額について簡単に解説していきます！
　　　　　まず全体を見ると前年に比べ約８億円の増額となっています。大きく増額したところは
総務費のリニア対策事業費で１８億９０００万円（前年比約１１億円増）です。理由としては令和８
年度からリニア中央新幹線のトンネル掘削工事がスタートし、村内５箇所において発生土運搬が開
始されます。リニア対策事業費については協定に基づくＪＲ東海からの負担があるため、村が実際
に負担する費用は少なく済んでいます。
　土木費では、道路新設改良費が約１億７０００万円増額で、主に橋りょうの修繕工事として阿智川
橋（駒場）、曽山橋（駒場）、浪間橋（浪合）の３つの橋の修繕が計画されています。
　全体として予算は大幅に増額されていますが、リニア関係事業費を除くと昨年並みの予算規模と
なっています。リニア中央新幹線関係工事のほかに、七久里開発事業や運動公園整備事業もスター
トし、土地開発という目に見える形で村政が大きく動き出す年です。

セイアくんが読み解く令和８年度予算セイアくんが読み解く令和８年度予算
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や
就
業
祝
い
金
制
度
、
若
者
結
婚
新

生
活
応
援
事
業
な
ど
若
者
が
阿
智
村

で
定
住
す
る
た
め
の
施
策
も
多
く
整

備
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開

発
事
業
や
七
久
里
開
発
事
業
、
★
昼

神
温
泉
リ
ニ
ア
新
時
代
構
想
な
ど
大

型
予
算
化
さ
れ
村
の
将
来
を
大
き
く

見
据
え
る
絶
好
の
機
会
が
巡
っ
て
き

て
い
る
。
未
来
へ
つ
づ
く
阿
智
村
づ

く
り
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
な

説
明
と
着
実
に
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
　
８４
億
円
も
の
対
規
模
予
算
で

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
１８
億
９
０
０
０

万
円
余
り
が
リ
ニ
ア
対
策
事
業
費
と

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
先
般

Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
住
民
説
明
会
が
あ

っ
た
が
、
令
和
８
年
度
か
ら
ト
ン
ネ

ル
掘
削
工
事
が
始
ま
る
。
説
明
会
で

は
住
民
の
意
見
と
し
て
住
民
へ
の
負

担
や
環
境
へ
の
負
担
を
減
ら
し
て
ほ

し
い
こ
と
、
工
期
を
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
な
ど
出
さ
れ
た
。
ぜ
ひ

村
も
住
民
に
寄
り
添
い
Ｊ
Ｒ
東
海
や

鉄
道
・
運
輸
機
構
等
と
調
整
し
、
工

事
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

Ｑ
　
道
路
維
持
費
の
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
工
事
が
１
７
０
０
万
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

Ａ
　
★
起
債
事
業
と
な
っ
て
お
り
、

予
定
し
て
い
た
丸
山
集
落
か
ら
東
栗

矢
へ
抜
け
る
ぼ
っ
け
大
橋
と
い
う
橋

付
近
の
法
面
の
工
事
に
な
り
ま
す
。

当
初
予
算
で
４
２
０
０
万
円
で
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
工
法
変
更
に
よ

り
２
５
０
０
万
円
で
見
込
め
る
こ
と

に
な
り
１
７
０
０
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
　
道
路
改
良
工
事
費
も
１
７
７
０

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
理
由

は
。

Ａ
　
内
訳
と
し
て
★
辺
地
対
策
事
業

で
智
里
の
濃
間
の
工
事
で
２
７
０
万

円
の
減
額
で
す
。
残
り
１
５
０
０
万

円
の
減
額
は
清
内
路
で
★
過
疎
対
策

事
業
債
で
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
起
債
が
つ
か
ず
先
送
り
と
な

り
ま
し
た
。
国
や
県
と
も
起
債
の
相

談
を
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
も
厳

し
い
よ
う
で
、
村
費
で
行
う
こ
と
も

視
野
に
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
消
防
費
の
消
防
団
退
団
者
報
奨

金
２
３
５
万
円
の
増
額
は
定
年
者
以

外
の
団
員
の
退
団
が
い
る
と
推
察
す

る
が
、
今
の
阿
智
村
消
防
団
の
団
員

数
は
。

Ａ
　
令
和
７
年
度
で
基
本
団
員
が
１

４
３
名
、★
機
能
別
団
員
が
１
８
３

名
の
計
３
２
６
名
の
団
員
数
が
い
ま

す
。
令
和
８
年
度
は
基
本
団
員
１
２

０
名
、
機
能
別
団
員
１
８
９
名
の
計

　
３
月
定
例
会
は
３
月
５
日
か
ら
23

日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
し

ま
し
た
。

主
な
討
論

賛
成
　
来
年
度
予
算
は
歳
出
約
８４
億

円
で
前
年
度
よ
り
７
億
９
３
０
０
万

円
ほ
ど
上
回
る
過
去
最
大
規
模
で
あ

る
。
物
価
高
高
騰
対
策
と
し
て
、
国

か
ら
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
が
決
定
し
、
２

月
に
は
住
民
一
人
に
つ
き
１
万
円
の

商
品
券
が
配
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
事
業
者
へ
の
光
熱
費
等
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
補
助
や
農
業
者
へ
の
資
材
・

肥
料
・
農
薬
補
助
が
予
算
化
さ
れ
住

民
に
と
っ
て
前
向
き
な
力
に
な
る
と

評
価
す
る
。
そ
し
て
人
口
減
少
対
策

と
し
て
、
奨
学
金
返
済
の
一
部
負
担

令
和
８
年
３
月

　
　

定
例
会
報
告

令
和
８
年
度
阿
智
村
一
般

会
計
予
算

３
０
９
名
と
い
う
こ
と
で
１７
名
の
減

少
で
す
。

Ｑ
　
分
団
の
構
成
は
。

Ａ
　
第
１
〜
第
８
、

そ
し
て
本
部
と
あ
り

ま
す
が
、
数
年
前
か

ら
第
３
分
団
と
第
４

分
団
が
統
合
し
、
令
和
８
年
度
か
ら

第
１
分
団
と
第
２
分
団
が
統
合
し
、

計
７
つ
の
団
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
人
口
減
少
や
多
種
多
様
な
働
き

方
の
中
で
致
し
方
な
い
部
分
も
あ
る

が
、
今
後
の
構
成
や
あ
り
方
は
ど
う

か
。

Ａ
　
機
能
別
消
防
が
あ
る
お
か
げ
で

迅
速
な
対
応
が
で
き
て
い
て
助
か
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
仕
事
の
多
様
化

も
あ
り
団
員
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
中
、
地
元
の
方
か
ら
の
協
力
も

得
な
が
ら
村
の
安
全
を
守
り
た
い
で

す
。

Ｑ
　
繰
越
明
許
費
の
補
正
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
対
策
事
業
が
３
億
円
ほ
ど
繰

越
さ
れ
、
令
和
９
年
３
月
完
了
見
込

と
聞
い
た
が
、
先
延
ば
し
に
な
る
こ

と
に
よ
り
物
価
高
騰
や
利
息
等
で
歳

出
が
膨
ら
む
こ
と
は
な
い
の
か
。

pick up

令
和
７
年
度
阿
智
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
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３
月
定
例
会
は
３
月
５
日
か
ら
23

日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
し

ま
し
た
。

主
な
討
論

賛
成
　
来
年
度
予
算
は
歳
出
約
８４
億

円
で
前
年
度
よ
り
７
億
９
３
０
０
万

円
ほ
ど
上
回
る
過
去
最
大
規
模
で
あ

る
。
物
価
高
高
騰
対
策
と
し
て
、
国

か
ら
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
が
決
定
し
、
２

月
に
は
住
民
一
人
に
つ
き
１
万
円
の

商
品
券
が
配
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
事
業
者
へ
の
光
熱
費
等
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
補
助
や
農
業
者
へ
の
資
材
・

肥
料
・
農
薬
補
助
が
予
算
化
さ
れ
住

民
に
と
っ
て
前
向
き
な
力
に
な
る
と

評
価
す
る
。
そ
し
て
人
口
減
少
対
策

と
し
て
、
奨
学
金
返
済
の
一
部
負
担

３
０
９
名
と
い
う
こ
と
で
１７
名
の
減

少
で
す
。

Ｑ
　
分
団
の
構
成
は
。

Ａ
　
第
１
〜
第
８
、

そ
し
て
本
部
と
あ
り

ま
す
が
、
数
年
前
か

ら
第
３
分
団
と
第
４

分
団
が
統
合
し
、
令
和
８
年
度
か
ら

第
１
分
団
と
第
２
分
団
が
統
合
し
、

計
７
つ
の
団
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
人
口
減
少
や
多
種
多
様
な
働
き

方
の
中
で
致
し
方
な
い
部
分
も
あ
る

が
、
今
後
の
構
成
や
あ
り
方
は
ど
う

か
。

Ａ
　
機
能
別
消
防
が
あ
る
お
か
げ
で

迅
速
な
対
応
が
で
き
て
い
て
助
か
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
仕
事
の
多
様
化

も
あ
り
団
員
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
中
、
地
元
の
方
か
ら
の
協
力
も

得
な
が
ら
村
の
安
全
を
守
り
た
い
で

す
。

Ｑ
　
繰
越
明
許
費
の
補
正
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
対
策
事
業
が
３
億
円
ほ
ど
繰

越
さ
れ
、
令
和
９
年
３
月
完
了
見
込

と
聞
い
た
が
、
先
延
ば
し
に
な
る
こ

と
に
よ
り
物
価
高
騰
や
利
息
等
で
歳

出
が
膨
ら
む
こ
と
は
な
い
の
か
。

Ａ
　
か
か
っ
た
費
用
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ

東
海
負
担
で
進
み
ま
す
。
遅
れ
る
こ

と
に
よ
り
住
民
へ
の
負
担
増
や
人
件

費
も
か
か
っ
て
く
る
た
め
、
遅
れ
な

い
こ
と
を
念
頭
に
関
係
機
関
と
の
調

整
を
行
い
ま
す
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

Ｑ
　
保
険
給
付
費
の
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
負
担
金
が
６
５
０
万
円
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

Ａ
　
人
材
不
足
の
状
況
も
あ
り
ま
す

が
、
ヘ
ル
パ
ー
利
用
希
望
者
に
つ
い

て
飯
田
市
の
事
業
所
に
も
依
頼
し
て

全
村
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ
　
山
間
部
を
抱
え
る
阿
智
村
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
が
頼
み
の
綱
で

は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
ス
タ

ッ
フ
の
な
り
手
不
足
や
高
齢
化
な
ど

課
題
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
中
、
将

来
を
見
据
え
た
事
業
の
継
続
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
村
と
し
て
も
介
護
職
員
初
任
者

研
修
補
助
金
を
昨
年
か
ら
導
入
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
計
７
件
の
申
請
と

相
談
数
が
あ
り
、
一
定
の
効
果
は
あ

る
も
の
の
介
護
職
全
般
な
の
で
ヘ
ル

パ
ー
の
人
材
不
足
は
未
だ
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
国
の
制
度
が
た
び
た
び
変
わ
っ

て
い
て
運
営
状
況
も
厳
し
く
な
っ
て

い
る
が
、
介
護
体
制
の
充
実
は
し
っ

か
り
と
村
が
果
た
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
村
の
考
え
は
。

Ａ
　
人
材
養
成
講
座
や
補
助
金
の
検

討
、
南
信
州
広
域
連
合
で
介
護
従
事

者
の
就
職
面
談
会
も
行
わ
れ
て
お
り
、

積
極
的
な
参
加
も
心
掛
け
て
い
ま

す
。
た
だ
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至

ら
な
い
た
め
、
将
来
に
繋
い
で
い
け

る
よ
う
な
制
度
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

Ｑ
　
保
険
給
付
費
の
特
定
入
所
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
が
８
０
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。
理
由
は
。

Ａ
　
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利

用
さ
れ
る
際
、
所
得
の
低
い
方
の
助

け
と
な
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
つ
い
て
そ
の
対
象
者
が
見

込
み
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
の
減
額

で
す
。

Ｑ
　
一
般
の
住
民
が
必
要
な
時
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
大
事
に
思
う
。
村
内
の
介
護
環
境

を
守
り
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ
　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

介
護
福
祉
関
係
の
方
と
情
報
の
共
有

や
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
報
誌

な
ど
を
活
用
し
た
介
護
保
険
の
仕
組

み
や
介
護
施
設
の
状
況
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
よ
う
な
も
の
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

pick up

令
和
７
年
度
阿
智
村
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
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上程された案件の議決結果
人　　事

条　　例

財　　産

計　　画

当初予算

補正予算

賠　　償

同　意

同　意

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

承　認

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

議員発議案件の決議結果
条　　例 可　決

★

阿智村監査委員の選任に関する同意について

人権擁護委員候補者の推薦について（２名） 

熊谷元一写真童画館設置条例の制定について

職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

阿智村学校給食費徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

熊谷元一写真・絵画貸付条例の一部を改正する条例の制定について 

阿智村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について

阿智村農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

阿智村商工観光業振興条例の一部を改正する条例の制定について 

阿智村昼神温泉観光センター設置条例の一部を改正する条例の制定について 

阿智村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

阿智村教職員住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について 

阿智村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 

阿智村特別職の職員で常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 

財産の処分（山川体験館（パークランド）） 

阿智村辺地対策総合整備計画の変更について 

阿智村過疎地域持続的発展計画の策定について 

令和８年度阿智村一般会計予算 

令和８年度阿智村国民健康保険事業特別会計予算 

令和８年度阿智村介護保険特別会計予算 

令和８年度阿智村後期高齢者医療特別会計予算 

令和８年度阿智村水道事業会計予算 

令和８年度阿智村下水道事業会計予算 

令和７年度阿智村一般会計補正予算（第６号） 

令和７年度阿智村一般会計補正予算（第７号）　（専決） 

令和７年度阿智村一般会計補正予算（第８号） 

令和７年度阿智村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

令和７年度阿智村介護保険特別会計補正予算（第３号） 

令和７年度阿智村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

損害賠償の額を定めることについて

阿智村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
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取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
全
村
博
物
館
費　

　
　
　
　
　

２
０
６
１
万
４
千
円

Ｑ
　
全
村
博
物
館
事
業
の
考
え
方
は
。

Ａ
　
地
域
資
源
を
住
民
自
身
が
学
び

活
用
す
る
取
り
組
み
で
す
。
住
民
主

体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
魅
力
向
上

と
定
住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
熊
谷
元
一
写
真
童
画
館
の
指
定

管
理
の
狙
い
は
。

Ａ
　
独
立
し
た
運
営
体
制
と
す
る
こ

と
で
専
門
性
を
高
め
、
充
実
し
た
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
婚
活
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
万
円

Ｑ
　
婚
活
支
援
の
見

直
し
は
。

Ａ
　
実
績
を
踏
ま
え
、

よ
り
効
果
的
な
支
援

と
し
て
婚
活
イ
ベ
ン

ト
参
加
者
へ
の
補
助

に
転
換
し
ま
し
た
。

今
後
も
効
果
的
な
方

法
を
探
っ
て
い
き
ま

す
。

　
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
、
水
道
・
下
水
道
両
事
業
会

計
の
各
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
特
別

委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
住
民
生

活
の
維
持
・
向
上
と
将
来
を
見
据
え

た
施
策
の
両
立
が
図
ら
れ
て
い
る
か

と
い
う
観
点
か
ら
、
歳
入
の
見
通
し

や
事
業
の
必
要
性
・
効
果
に
つ
い
て

慎
重
に
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
物
価
高
騰
や
人
口
減
少
と

い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
な
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
い
ま
し

た
。

　
主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

令
和
８
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
予
算

【
歳　
入
】

●
宿
泊
税　
３
千
万
円

Ｑ
　
宿
泊
税
の
推
計
方
法
は
。

Ａ
　
過
去
５
年
の
実
績
を
基
に
試
算

し
て
お
り
ま
す
。
初
年
度
で
あ
り
不

確
定
要
素
も
多
い
こ
と
か
ら
、
控
え

め
な
見
込
み
と
し
て
い
ま
す
。

●
地
方
揮
発
油
譲
与
税

　
　
　
　
　
　
△
１
４
０
０
万
円　

Ｑ
　
揮
発
油
税
減
収
に
対
す
る
今
後

の
補
填
は
。

Ａ
　
８
年
度
は
補
填
さ
れ
ま
す
が
、

９
年
度
以
降
は
未
定
で
す
。
町
村
会

に
お
い
て
も
課
題
と
し
て
お
り
、
安

定
し
た
財
源
確
保
に
向
け
、
県
や
国

に
要
望
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
歳　
出
】

●
通
信
運
搬
費

　
　
　
　
　
　
９
９
５
万
４
千
円

Ｑ
　
通
信
費
の
電
子
化
対
応
は
。

Ａ
　
電
子
申
請
の
活
用
を
進
め
る
と

と
も
に
、
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て

紙
と
電
子
の
併
用
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

●
防
犯
灯
設
置
費　
１
１
０
万
円

Ｑ
　
防
犯
灯
の
設
置
方
針
は
。

Ａ
　
自
治
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
て

設
置
し
て
お
り
、
現
状
規
模
で
対
応

可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
要

望
や
必
要
性
が
高
ま
れ
ば
増
設
も
検

討
し
ま
す
。

●
村
政
70
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
１
８
２
４
万
円

Ｑ
　
７０
周
年
事
業
の
内
容
は
。

Ａ
　
テ
レ
ビ
番
組
誘
致
や
ラ
ジ
オ
番

組
公
開
収
録
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
村
の
魅
力

発
信
に
つ
な
が

る
事
業
と
し
て
、

サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
創
設
し
て

予
算
特
別
委
員
会
　

過
去
最
大
の
予
算
84
億
円
を
可
決
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令
和
８
年
度
阿
智
村
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

Ｑ
　
今
後
の
保
険
料
の
見
通
し
は
。

Ａ
　
基
金
の
活
用
に
よ
り
、
急
激
な

上
昇
と
な
ら
な
い
よ
う
抑
制
し
て
い

く
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
他
、
令
和
８
年
度
阿
智
村
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
令
和
８

年
度
阿
智
村
水
道
事
業
会
計
、
令
和

８
年
度
阿
智
村
下
水
道
事
業
会
計
の

各
予
算
に
つ
い
て
も
審
査
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
の
執
行
状
況
や
効

果
に
つ
い
て
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
改
善
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
予
算

の
適
正
な
執
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
七
久
里
開
発
事
業
費

　
　
　
１
億
５
７
８
１
万
６
千
円

Ｑ
　
七
久
里
開
発
の
負
担
割
合
は
。

Ａ
　
費
用
負
担
は
基
本
協
定
に
基
づ

き
ま
す
。
８
年
度
予
算
で
は
概
ね
Ｊ

Ｒ
が
４
割
、
村
が
６
割
に
な
り
ま
す
。

●
県
知
事
選
挙
費

　
　
　
　
９
９
５
万
５
千
円　
等

Ｑ
　
７
年
度
に
お
け
る
投
票
所
統
合

等
の
取
組
総
括
は
。

Ａ
　
投
票
所
の
統
合
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
を
検
証
し
今

後
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
保
育
所
費
一
般
経
費

　
　
　
　
４
億
８
０
３
万
７
千
円

Ｑ
　
保
育
園
休
所
に
よ
る
経
費
の
減

額
は
。

Ａ
　
経
費
の
減
額
は
限
定
的
で
す
。

休
所
は
、
子
ど
も
の
育
つ
環
境
を
最

優
先
に
考
え
た
判
断
で
す
。

●
開
校
準
備
委
員
会
委
員
報
酬

　
　
　
　
　
　

２
８
９
万
８
千
円

Ｑ
　
学
校
跡
地
利
用
の
検
討
は
。

Ａ
　
教
育
委
員
会
で

は
な
く
村
に
お
い
て
、

地
域
の
意
向
や
実
情

を
踏
ま
え
な
が
ら
、

活
用
方
針
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
浄
化
槽
維
持
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
４
３
７
１
万
円

Ｑ
　
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
浪
合
地

区
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ
　
水
質
基
準
の
違
い
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
も

踏
ま
え
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

●
物
価
高
騰
対
応
支
援
事
業
関
連

Ｑ
　
国
か
ら
の
物
価
対
策
１
億
４
千

万
円
の
財
源
の
使
途
と
残
金
は
。

Ａ
　
国
か
ら
の
１
億
４
０
７
２
万
５

千
円
に
対
し
、
令
和
７
年
度
商
品
券

等
、
令
和
８
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

高
騰
対
策
等
に
充
当
し
ま
す
。
総
額

１
億
２
６
８
８
万
１
千
円
で
あ
り
、

残
り
が
１
３
８
４
万
４
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
バ
ス
事
業
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事

業　
　
　
　
　
　
３
４
８
４
万
円

Ｑ
　
諏
訪
便
か
ら
松
本
便
に
変
更
し
、

今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ
　
８
年
度
の
利
用
状
況
や
事
業
効

果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
８
年
度
阿
智
村
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

Ｑ
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
負

担
額
の
見
込
み
は
。

Ａ
　
８
年
度
は
２
５
０
円
、
１０
年
度

は
４
５
０
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

今
後
の
調
整
に
よ
り
、
変
動
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
村
の
診
療
所
の
今
後
の
方
針
は
。

Ａ
　
医
療
福
祉
の
あ
り
方
審
議
会
を

設
置
し
、
検
討
す
る
予
定
で
す
。

予算特別委員会
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熊
谷
元
一
写
真
童
画
館
設
置
条
例
の

制
定

　
同
施
設
を
設
置
し
、
指
定
管
理
者

に
よ
る
運
営
を
可
能
と
す
る
も
の
で

す
。

Ｑ
　
な
ぜ
令
和
８
年
７
月
１
日
施
行

な
の
か
。

Ａ
　
★
指
定
管
理
者
制
度
導
入
を
想

定
し
、
最
短
で
の
開
始
時
期
が
７
月

１
日
と
な
る
た
め
で
す
。

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
関
連
条
例
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

特
段
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
関
連
条
例
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

特
段
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

阿
智
村
学
校
給
食
費
徴
収
条
例
の
一

部
改
正

　
令
和
８
年
度
か
ら
学
校
給
食
費
を

無
償
化
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
　
平
谷
村
の
児
童
生
徒
の
取
扱
い

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
　
従
来
ど
お
り
の
枠
組
み
を
踏
襲

し
ま
す
。

結
果
　
そ
の
後
の
平
谷
村
と
の
調
整

に
よ
り
、
同
村
の
児
童
生
徒
に
つ
い

て
も
給
食
費
を
直
接
徴
収
し
な
い
よ

う
条
文
が
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
　
財
源
は
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

の
か
。

Ａ
　
国
県
支
出
金
、
物
価
高
騰
対
策

交
付
金
を
見
込
み
、
保
護
者
負
担
分

は
交
付
金
で
対
応
可
能
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

意
見
　
な
お
、
安
定
し
た
財
源
確
保

と
給
食
の
質
の
維
持
を
求
め
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

熊
谷
元
一
写
真
・
絵
画
貸
付
条
例
の

一
部
改
正

　
譲
渡
礼
金
に
関
す
る
契
約

変
更
に
伴
う
も
の
で
、
特
段

の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

阿
智
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正　
副
食
費
の
無
償
化
に
関
す
る
も
の

で
す
。

Ｑ
　
国
の
制
度
か
村
独
自
か
。

Ａ
　
村
独
自
の
子
育
て
支
援
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

教
職
員
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　
教
職
員
住
宅
の
管
理
を
定
住
促
進

住
宅
へ
移
管
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
　
中
学
校
区
・
第
二
小
学
校
区
の

住
宅
は
教
員
住
宅
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
　
教
員
住
宅
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

教
職
員
を
優
先
し
教
育
委
員
会
が
所

管
し
て
い
ま
す
。

阿
智
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正

　
国
の
給
与
制
度
改
正
に
準
じ
た
条

例
改
正
で
あ
り
、
特
段
の
質
疑
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

阿
智
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定

　
次
期
計
画
の
策
定
に
関
す
る
も
の

で
す
。

Ｑ
　
浪
合
・
清
内
路
と
智
里
西
の
区

分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
過
疎
地
域
は
市
町
村
単
位
で
指

定
さ
れ
、
旧
浪
合
村
・
旧
清
内
路
村

は
一
部
過
疎
地
域
と
し
て
継
続
さ
れ

ま
す
。

Ｑ
　
計
画
の
進
め
方
は
。

Ａ
　
令
和
８
年
度
当
初
か
ら
実
施
で

き
る
よ
う
進
め
、
内
容
は
毎
年
度
見

直
し
ま
す
。

阿
智
村
辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画
の

変
更

　
計
画
の
一
部
変
更
で
す
。

Ｑ
　
事
業
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ

る
の
か
。

Ａ
　
自
治
会
の
要
望
を
踏
ま
え
、
担

当
課
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

意
見
　
ま
た
、
弓
の
又
林
道
に
つ
い

て
は
、
現
状
と
見
通
し
の
提
示
を
求

め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
審
査
の
結
果
、
各
議
案
は
、

全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

保
育
園・小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
へ

条
例
改
正
な
ど
を
審
査
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委
員
会
の
審
査
に
お
い
て
、
認
め
た

事
項
に
つ
い
て

財
産
の
処
分
　
　
　
　
　
　
　
　

　
山
川
体
験
館
パ
ー
ク
ラ
ン
ド
を
村

は
、
実
質
管
理
先
の
地
元
会
社
へ
無

償
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
　
処
分
内
容
に
つ
い
て
法
的
な
問

題
、
課
題
は
な
い
か
。

Ａ
　
弁
護
士
に
相
談
し
た
結
果
、
法

的
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
容
も

弁
護
士
に
確
認
了
解
を
得
て
い
ま
す
。

阿
智
村
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び

★
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

　
農
地
面
積
の
減
少
に
伴
い
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
３
名

減
で
５
名
と
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
　
推
進
委
員
が
減
と
な
る
地
区
の

問
題
は
対
応
で
き
る
の
か
。

Ａ
　
智
里
西
、
浪
合
、
清
内
路
地
区

の
３
名
が
減
と
な
り
ま
す
が
地
区
に

説
明
済
み
で
す
。
全
委
員
で
横
断
的

に
対
応
可
能
で
す
。

阿
智
村
定
住
促
進
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
長
野
県
所
有
の
阿
智
高
校
の
教
員

住
宅
を
阿
智
村
が
購
入
し
、
取
得
し

た
分
を
条
例
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
　
県
所
有
の
教
員
住
宅
が
、
今
回

払
い
下
げ
と
な
っ
た
交
渉
の
経
緯
を

説
明
さ
れ
た
い
。

Ａ
　
村
は
中
関
団
地
の
整
備
に
あ
た

り
、
居
住
者
の
移
転
先
物
件
を
探
す

中
、
今
回
、
阿
智
高
校
所
有
の
物
件

が
あ
る
と
の
情
報
か
ら
、
高
校
と
県

の
双
方
に
お
願
い
し
、
取
得
に
至
り

ま
し
た
。

Ｑ
　
物
件
の
耐
用
年

数
と
程
度
は
。

Ａ
　
築
年
数
は
中
関

団
地
と
さ
ほ
ど
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
改
修
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

改
修
を
行
い
、
今
後
長
期
に
住
み
続

け
る
こ
と
が
可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。

阿
智
村
昼
神
温
泉
観
光
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
　

　
協
働
活
動
推
進
課
が
熊
谷
元
一
写

真
童
画
館
設
置
条
例
を
制
定
す
る
た

め
、
こ
の
一
部
を
改
正
し
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
　
こ
の
改
正
で
熊
谷
元
一
館
の
使

用
料
が
無
く
な
る
が
、
使
用
料
は
ど

う
な
る
の
か
。
　
　

Ａ
　
今
回
、
設
置
条
例
は
総
務
委
員

会
で
協
働
活
動
推
進
課
よ
り
上
程
案

が
示
さ
れ
ま
す
。
使
用
料
等
全
て
そ

ち
ら
で
適
用
と
な
り
ま
す
。

　物
価
高
騰
緊
急
支
援
策　

　
各
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

阿
智
村
肥
料
農
薬
価
格
高
騰
緊
急
支

援
事
業
補
助
金
交
付

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１

日
の
間
に
納
品
さ
れ
た
肥
料
・
農
薬

価
格
に
１５
％
の
補
助
金
が
充
当
さ
れ

ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
補
助
金

交
付

　
村
内
事
業
者
へ
の
重
油
灯
油
等
エ

ネ
ル
ギ
ー
補
助
金
対
応
が
さ
れ
ま
す
。

阿
智
村
畜
産
経
営
緊
急
対
策
事
業
補

助
金
交
付

　
村
内
で
経
営
さ

れ
て
い
る
牛
、
鶏

の
数
に
対
し
て
補

助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

新
規
補
助
金
事
業
の
要
綱
が
施
行

阿
智
村
果
樹
放
任
伐
採
等
補
助
金
要

綱　
熊
の
誘
引
物
と
な
る
管
理
さ
れ
て

い
な
い
果
樹
の
伐
採
等
を
行
う
部
落

等
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

阿
智
村
若
者
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
交
付
要
綱

　
４１
歳
未
満
の
若
者
が
婚
姻
さ
れ
村

内
で
生
活
す
る
場
合
、
支
援
金
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

「
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
パ
ー
ク
ラ
ン
ド
無
償
譲
渡
を
認
め
る

産
業
建
設
関
連
の
各
物
価
高
騰
緊
急
支
援
策
を
認
め
る
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トンネル掘削工事が開始される萩の平ヤード（清内路）

中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
工
事
に
関

わ
る
変
更
確
認
事
項
に
つ
い
て

　
本
件
は
、
村
と
Ｊ
Ｒ
東
海
、
鉄
道
・

運
輸
機
構
が
平
成
３１
年
１
月
に
取
り

交
わ
し
た
確
認
事
項
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

　
変
更
の
内
容
は
、
従
来
は
村
道
１

│

２０
号
線
に
お
い
て
工
事
用
資
機
材

車
両
の
み
の
通
行
を
認
め
て
い
ま
し

た
が
、
工
事
に
伴
う
発
生
土
の
運
搬

車
両
も
加
え
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
令
和
８
年
春
以
降
に
ト

ン
ネ
ル
掘
削
が
開
始
さ
れ
る
見
通
し

と
な
っ
た
こ
と
に
あ
わ
せ
た
も
の
で

す
が
、
議
会
か
ら
も
今
後
の
状
況
の

変
化
を
見
通
す
中
で
、
変
更
の
必
要

性
を
指
摘
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　
委
員
会
で
は
、
議
会
か
ら
指
摘
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
変
更
に

至
る
経
過
や
清
内
路
自
治
会
で
の
理

解
の
状
況
、
工
事
説
明
会
で
の
意
見
、

ま
た
リ
ニ
ア
対
策
委
員
会
で
の
協
議

内
容
を
確
認
す
る
な
か
で
、
変
更
は

適
切
と
認
め
ま
し
た
。
　

　
な
お
発
生
土
運
搬
に
つ
い
て
は
、

住
民
な
ら
び
に
環
境
へ
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
通
行
日
お
よ
び
通
行
時
間

の
厳
守
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
工
夫
、

徹
底
を
議
会
と
し
て
求
め
て
い
ま
す
。

住
民
か
ら
は
工
事
説
明
会
の
折
り
な

ど
に
、
完
成
ま
で
の
工
事
期
間
を
厳

守
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
き
な
負
担

軽
減
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し

い
、
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
通
行
日
、
通
行
時
間
の
厳
守
と
工

事
期
間
の
厳
守
は
事
情
に
よ
っ
て
は

相
反
す
る
関
係
と
な
り
え
ま
す
が
、

村
に
は
常
に
住
民
の
側
に
立
っ
て
、

Ｊ
Ｒ
東
海
や
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
向

き
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
に
つ
い
て

　　
３
月
議
会
で
即
決
案
件
と
し
て
上

程
さ
れ
る
予
定
の
内
容
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
と
も
６
億
５
０
０
０
万

円
余
の
減
額
補
正
で
あ
り
、
当
初
令

和
７
年
度
掘
削
開
始
と
見
込
ん
で
予

算
計
上
し
た
も
の
を
、
掘
削
開
始
が

令
和
８
年
度
春
以
降
に
移
行
し
た
た

め
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
は
工
事
請
負
費
６
億
２
２
３

０
万
円
が
主
な
内
容
で
す
。
村
の
単

独
事
業
と
し
て
、
１
８
０
万
円
の
発

生
土
置
き
場
調
査
委
託
料
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
村
単
独
事
業
以
外
の
事

業
費
を
Ｊ
Ｒ
東
海
が
負
担
す
る
も
の

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

で
、
工
事
の
延
期
に
伴
っ
て
こ
ち
ら

も
今
回
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
委
員
会
で
は
内
容
の
詳
細
を
確
認

し
、
そ
の
後
３
月
２３
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
異
議
な
く
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

国
道
を
利
用
し
た
発
生
土
運
搬
の
状

況
に
つ
い
て

　
２
月
は
０
台
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

５
月
以
降
掘
削
が
開
始
さ
れ
れ
ば
通

行
車
両
は
多
く
な
る
見
通
し
で
す
。

委
員
会
で
は
国
道
と
あ
わ
せ
、
村
道

の
通
行
状
況
の
報
告
も
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
担
当
課
に
申
し
入
れ
ま
し

た
。

村道1－20号線拡幅工事後の様子

発
生
土
運
搬
車
両
の
村
道
通
行
を
認
め
る



あち「議会だより」No.126 12

【スマート農業への政策提言書】
（概要）

１．趣旨
　高齢化や担い手不足により負担が増す農
業の課題解決に向け、スマート農業の導入
を提言する。

２．提言
⑴特に即効性の高いドローンによる病害虫
防除を令和８年度から導入し、水稲や花
桃の防除に活用することで、省力化と防
除効果の向上を図ること。
⑵「日本一の花桃の里」の景観維持にもつ
なげ、観光振興との連携を目指すこと。
⑶国の支援制度も活用し、将来的にはデー
タ活用や担い手確保につなげ、持続可能
な農業の実現を目指すこと。

　本提言を契機に、持続可能で魅力ある阿
智村農業の実現を求める。

リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
　
大
嶋
正
男

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
　
　
櫻
井
芳
一

委
員
　
　
吉
田
哲
也
　
田
中
真
美

　
　
　
　
小
林
義
勝

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

　
当
分
科
会
で
は
、
阿
智
村
で
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少
問

題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
組
織
を
構
成
し
、
「
地
域

の
魅
力
と
将
来
へ
の
継
承
」「
移
住
・

定
住
の
支
援
体
制
」「
子
育
て
環
境
と

教
育
」
な
ど
を
課
題
テ
ー
マ
と
し
、

協
働
で
会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
議
員
間
で
課
題
を
抽
出
し
、

住
民
の
方
と
意
見
交
換
、
そ
の
後
、

総
括
と
次
回
以
降
の
持
ち
方
に
つ
い

て
協
議
し
進
め
て
い
ま
す
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
１
月
に
駒
場
古

民
家
つ
ぼ
や
、
２
月
に
智
里
西
は
ゝ

き
木
館
、
３
月
に
清
内
路
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

 

　
今
後
の
予
定

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
内
容
を
精
査
、
課

題
解
決
の
た
め
の
政
策
を
立
案
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
意
見
を
伺
い
、
政
策

提
言
と
し
て
練
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

政
策
検
討
委
員
会

リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
　
熊
谷
智
德
　 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
　
　
遠
山
広
志
　

委
員
　
　
　

熊
谷
恒
雄
　

井
原
敏
喜

吉
村
金
利
　

唐
澤
浩
平
　

實
原
恒
禎

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

　
Ｂ
班
で
は
１２
月
１５
日
に
移
転
新
築

さ
れ
た
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
の
視
察
、

２
月
１８
日
に
鹿
革
加
工
を
お
願
い
し

て
い
る
㈱
メ
ル
セ
ン
を
訪
問
、
高
い

技
術
力
と
革
製
品
に
つ
い
て
知
見
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ａ
班
で
は
「
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関

す
る
提
言
案
」
を
作
成
し
、
２
月
２０

日
に
議
会
と
し
て
村
へ
提
言
書
を
提

出
し
ま
し
た
。（
内
容
は
左
記
参
照
）

　
今
後
の
予
定

　
９
月
の
提
言
に
向
け
て
政
策
検
討

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
農
業
及
び
産
業
振
興
」
分
科
会

人
口
問
題「
選
ば
れ
る
阿
智
村
」分
科
会

3月15日第４回ミーティング　＠里山キャンパス

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
へ
の
提
言
書
提
出

　

分
科
会
で
提
言
に
向
け
精
力
的
に
活
動

12月15日 ジビエ加工施設視察
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過
去
最
大
予
算
規
模
額
に
対
し
、

村
の
真
の
実
力
額
は
。

問
　
リ
ニ
ア
新
幹
線
対
応
額
を

除
い
た
①
歳
入
予
算
額
・
前
年

度
比
②
財
源
内
訳
★「
自
主
財

源
」「
依
存
財
源
」
比
は
。
　

熊
谷
総
務
課
長
　
①
歳
入
予
算

額
は
、
令
和
８
年
度
約
６４
億
９

千
万
円
で
前
年
度
比
、
約
２
億

８
千
万
円
の
減
。
②
財
源
内
訳
、

自
主
財
源
５２
・
３
％
、
依
存
財

源
４７
・
７
％
で
す
。

問
　
将
来
人
口
の
推
計
と
分
析

等
を
参
考
に
、
村
税
の
見
込
み
、

地
方
交
付
税
等
の
確
実
性
を
予

測
し
中
長
期
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
中
で
、
令
和
８
年
度

あ
る
べ
き
歳
入
予
算
化
が
必
要

で
は
な
い
か
。

村
長
　
今
後
大
型
事
業
を
控
え

財
源
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。

国
、
県
へ
の
財
源
確
保
要
望
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
計
画

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
リ
ニ
ア
新
幹
線
対
応
額
を

除
い
た
①
歳
出
予
算
額
・
前
年

度
比
②
経
費
内
訳
★「
義
務
的

経
費
」「
投
資
的
経
費
」
比
は
。

総
務
課
長
　
①
歳
出
予
算
額
は
、

令
和
８
年
度
約
６５
億
円
で
前
年

度
比
、
約
２
億
８
千
万
円
の
減
。

②
経
費
内
訳
、
義
務
的
経
費
２８

％
、
投
資
的
経
費
３４
・
６
％
で

す
。

問
　
財
政
の
健
全
化
を
示
す

★「
主
要
財
政
指
標
」
で
、
過
去

か
ら
の
決
算
状
況
で
は
数
値
的

に
悪
化
し
て
い
る
。
令
和
８
年

度
予
算
へ
の
反
映
は
。

村
長
　
業
務
内
容
を
精
査
し
、

人
員
の
適
正
配
置
、
事
業
の
優

先
化
、
有
利
な
起
債
、
補
助
金

等
を
活
用
し
予
算
編
成
を
行
い

ま
す
。

問
★
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
額
と
残
高
は
。

総
務
課
長
　
令
和
８
年
度
取
り

崩
し
額
、
約
６
億
８
千
万
円
、

残
高
１７
億
３
千
万
円
の
見
込
み

で
す
。

問
　
取
り
崩
し
額
、
残
高
等
の

推
移
を
み
る
と
、
将
来
が
不
安

と
な
る
。
将
来
見
通
し
は
。

村
長
　
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
を

見
据
え
中
長
期
的
財
政
を
も
つ

こ
と
が
大
事
で
す
。

問
　
七
久
里
地
区
開
発
事
業
計

画
の
説
明
会
で
地
元
住
民
か
ら

ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た

か
。

櫻
井
リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課

長
　
事
業
に
反
対
す
る
趣
旨
で

の
意
見
は
特
に
な
く
、
稀
少
動

植
物
の
保
全
の
進
め
方
、
盛
土

の
安
全
性
、
湧
水
処
理
の
計
画
、

工
事
車
両
に
対
す
る
安
全
対
策
、

今
後
も
継
続
的
な
地
域
住
民
へ

の
説
明
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、
要
望

へ
の
村
と
し
て
の
対
応
は
。

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

「
盛
土
等
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
沿
っ
て
専
門
家
に
よ
る
精
査

を
進
め
て
お
り
、
地
下
水
は
継

続
的
な
調
査
を
開
始
し
て
お
り

工
事
車
両
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
関
係
者
と
協
議
し
、
生
活
に

影
響
の
少
な
い
工
事
用
進
入
路

の
確
保
の
予
定
で
す
。
説
明
会

の
実
施
や
情
報
提
供
を
通
じ
て
、

住
民
の
皆
様
の
安
心
と
信
頼
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事

進
捗
住
民
説
明
会
に
お
い
て
、

出
さ
れ
た
意
見
は
。
　

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

★
要
対
策
土
の
対
応
、
掘
削
開

始
後
の
水
枯
れ
対
応
、
村
道
１

│

２０
号
線
全
般
の
維
持
管
理
・

定
期
点
検
・
工
事
完
了
後
の
修

繕
と
工
事
完
了
時
期
に
つ
い
て
。

問
　
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
に

対
し
て
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
回
答
は
。

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

要
対
策
土
が
発
生
し
た
ら
村
外

に
搬
出
し
、
水
枯
れ
に
対
し
て

は
調
査
を
継
続
、
村
道
全
線
の

維
持
管
理
、
定
期
点
検
は
村
と

協
議
し
て
行
っ
て
い
く
と
の
回

答
で
す
。

問
　
村
と
し
て
の
対
応
は

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

環
境
の
変
化
を
注
視
し
全
体
の

進
捗
を
Ｊ
Ｒ
と
調
整
し
ま
す
。

問
　
本
工
事
に
関
わ
る
住
民
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長
　
住
民
の
生
活
一
番
で
あ

る
こ
と
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
工
事
が
始
ま
っ
た
時
か
ら
村

と
し
て
も
進
め
て
き
た
事
で
す
。

環
境
問
題
も
Ｊ
Ｒ
の
回
答
通
り

に
適
正
に
対
応
で
き
て
い
る
か
、

行
政
と
し
て
も
監
視
し
て
必
要

な
指
導
を
行
い
ま
す
。
地
元
住

民
の
負
担
は
最
大
限
軽
減
し
て

い
き
ま
す
。

七久里地区開発とリニア中央新幹線建設ついて
住民の生活が一番で、負担は最大限軽減していく

令和8年度予算規模の妥当性について
健全な財政運営を目指し、ロードマップを作成、　　　　　　

中長期的な視野に立って予算編成を行います

歳入歳出の総額、約84億円の財政規模に対し、真の実力額とはについて

遠
山
広
志

小
林
義
勝
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問
　
給
食
費
等
無
償
化
を
決
断

し
た
背
景
と
狙
い
は
。

黒
柳
教
育
長
　
切
れ
目
の
な
い

支
援
と
し
、
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
と
安
心
し
て
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

問
　
年
間
の
財
政
負
担
額
は
。

教
育
長
　
新
た
な
負
担
は
約
１

３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

問
　
村
独
自
の
子
育
て
支
援
と

し
て
の
考
え
は
。

教
育
長
　
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、

保
育
園
の
副
食
費
か
ら
中
学
校

ま
で
対
象
を
広
げ
、
継
続
的
な

支
援
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
給
食
費
等
無
償
化
の
今
後

の
財
政
運
営
見
通
し
は
。

村
長
　
優
先
順
位
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
運
営

し
ま
す
。

問
　
防
犯
灯
の
整
備
拡
充
や
予

算
増
額
の
考
え
は
。

熊
谷
総
務
課
長
　
現
時
点
で
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
治
会

要
望
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
推
進
の

予
算
反
映
は
。

村
長
　
要
望
が
な
い
た
め
未
計

上
で
す
が
、
県
補
助
の
活
用
を

促
し
周
知
に
努
め
ま
す
。

問
　
今
後
の
防
犯
対
策
（
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
）
強
化
の
考
え
は
。

村
長
　
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
新
規
設
置
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問
　
わ
い
・
Ｗ
ａ
ｉ
公
園
整
備

後
の
活
用
は
。

櫻
井
リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課

長
　
遠
足
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
年

間
を
通
じ
て
人
が
集
う
場
と
し
、

訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
空
間

を
目
指
し
ま
す
。

問
　
管
理
運
営
の
考
え
は
。

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

住
民
や
団
体
も
関
わ
る
こ
と
で
、

愛
着
の
持
て
る
公
園
と
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
わ
い
・
Ｗ
ａ
ｉ
公
園
総
事

業
費
は
。

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

約
７
億
円
で
、
一
般
財
源
は
約

３
億
円
に
抑
え
る
見
込
み
で
す
。

問
　
観
光
・
交
流
人
口
拡
大
へ

の
考
え
は
。

村
長
　
公
園
整
備
に
よ
り
村
の

魅
力
を
高
め
、
交
流
人
口
増
加

と
将
来
的
な
人
口
対
策
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
、
新
設

の
経
緯
、
施
設
概
要
は
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
リ
ニ
ア

工
事
に
伴
う
補
償
移
転
に
よ
り

新
し
い
衛
生
基
準
を
満
た
し
た

施
設
で
す
。
剝
皮
、
洗
浄
な
ど
、

工
程
ご
と
に
、
仕
切
り
が
あ
り

商
品
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
　

問
　
鹿
は
、
農
林
業
被
害
の
原

因
で
あ
る
が
、
一
方
で
貴
重
な

地
域
資
源
で
も
あ
る
。
全
量
活

用
型
で
の
事
業
推
進
は
。

建
設
農
林
課
長
　
現
在
販
売
量

の
７
割
が
ペ
ッ
ト
用
、
３
割
が

精
肉
、
学
校
給
食
、
加
工
品
と

し
て
は
缶
詰
が
あ
り
ま
す
。

　
鹿
革
の
加
工
品
、
現
在
「
二

十
歳
の
集
い
」
で
、
名
刺
入
れ

を
記
念
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
使
え
な
い
部
位
の
処
理
費
用

も
考
慮
し
、
全
量
活
用
型
で
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
最
新
の
衛
生
基
準
を
満
た

し
た
加
工
施
設
の
完
成
、
阿
智

村
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

持
っ
た
ジ
ビ
エ
事
業
、
運
営
主

体
の
法
人
化
、
ジ
ビ
エ
ブ
ラ
ン

ド
創
出
を
推
進
す
る
考
え
は
。

村
長
　
施
設
整
備
も
で
き
ま
し

た
の
で
、
運
営
主
体
の
法
人
化

な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

問
　
阿
智
村
の
ぶ
ど
う
栽
培
、

現
在
の
状
況
は
。

建
設
農
林
課
長
　
栽
培
農
家
、

１２
戸
、
面
積
、
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

品
種
は
生
食
８
種
類
、
加
工
用

１０
種
類
で
す
。

問
　
公
社
で
進
め
て
い
る
ワ
イ

ン
事
業
、
現
在
の
状
況
は
。

建
設
農
林
課
長
　
令
和
５
年
に

ワ
イ
ン
用
の
定
植
を
し
て
、
昨

年
は
８
０
０
㎏
の
収
穫
が
あ
り

試
作
段
階
で
す
が
、
４
種
類
の

ワ
イ
ン
を
、
醸
造
中
で
す
。

　
観
光
と
の
連
携
を
し
な
が
ら
、

試
飲
会
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
長
の
公
約
の
中
で
拡
大

し
て
き
た
ぶ
ど
う
栽
培
、
ワ
イ

ン
事
業
、
ワ
イ
ン
特
区
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
、
阿
智
村
の
ワ
イ
ン
ブ

ラ
ン
ド
創
出
へ
の
考
え
は
。

村
長
　
労
働
負
荷
の
軽
減
、
６

次
化
も
意
識
し
な
が
ら
の
、
ぶ

ど
う
推
進
、
現
在
【
阿
智
星
空

ワ
イ
ン
特
区
】
を
申
請
中
で
す
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
も
視
野
に
、★
信
州

ワ
イ
ン
バ
レ
ー
と
も
協
調
し
て

ブ
ラ
ン
ド
創
出
を
進
め
ま
す
。

給食費等無償化の背景と狙いは
切れ目のない子育て支援の充実を図ります

新しいジビエ加工施設とジビエ事業　二つの新ブランド創出に向けて
ぶどう栽培の推進と阿智村ワイン事業　積極的な取り組み、展開を

両事業、ブランド創出と自立に向けて、支援して参りたい

井
原
敏
喜

熊
谷
智
德
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問
　
２
０
３
０
年
の
中
間
目
標

達
成
、
２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
達
成
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
工
程
を
描
い
て
い
る
か
。

原
環
境
課
長
　
令
和
８
年
度
に

「
阿
智
村
環
境
計
画
」（
仮
称
）

を
策
定
し
、
今
年
度
策
定
し
ま

し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
策
定
編
）
」
を
ベ

ー
ス
に
、
阿
智
村
の
現
状
に
即

し
た
、
住
民
や
企
業
が
取
り
組

め
る
具
体
的
な
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。
今
後
は
、
毎
年
、

令
和
７
年
度
に
発
足
し
た
「
阿

智
村
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
協

議
会
」
に
お
い
て
計
画
の
進
捗

に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問
　
目
標
達
成
に
向
け
て
の
現

在
の
課
題
は
何
か
。

環
境
課
長
　
ま
ず
、
住
民
や
村

内
企
業
の
皆
様
に
こ
の
取
り
組

み
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
次
に
、
皆
さ
ん
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
方
法
と
、

そ
れ
を
行
う
こ
と
で
ど
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
で
き
る
か
を
具

体
的
に
お
示
し
し
て
、
ご
理
解

を
い
た
だ
い
た
う
え
で
取
り
組

み
を
お
願
い
し
て
い
く
か
が
今

後
の
課
題
と
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
粗
大
ご
み
な
ど
の
廃
棄
物

処
理
に
お
け
る
減
量
化
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
現
状
は
ど
う
か
。

環
境
課
長
　
回
収
さ
れ
た
も
の

は
回
収
業
者
で
分
解
分
別
を
行

っ
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、

粗
大
ご
み
一
つ
で
構
成
さ
れ
て

い
る
素
材
の
９
割
ほ
ど
は
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
再
利
用
さ
れ
て
い

る
と
い
う
現
状
で
す
。

問
　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
庁
舎
内
で
具
体
的
に

ど
う
実
行
さ
れ
て
い
る
か
。

熊
谷
総
務
課
長
　
紙
資
源
に
つ

い
て
は
、
分
別
し
、
納
入
業
者

や
、
専
門
業
者
に
引
き
取
っ
て

も
ら
い
、
製
紙
会
社
で
リ
サ
イ

ク
ル
を
実
施
。
書
類
や
資
料
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
印
刷
物
に
よ

る
紙
資
源
の
使
用
を
本
年
度
よ

り
一
部
実
施
。
村
有
施
設
の
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
公
用
車
に
つ
い

て
電
動
車
両
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
の
購
入
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

問
　
定
例
会
冒
頭
挨
拶
、
人
を

育
て
る
、
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
る
と
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
め
ざ
す
の
か
。

村
長
　
人
材
育
成
と
い
う
言
葉

は
去
年
も
今
年
も
入
れ
て
い
ま

す
。
若
い
人
た
ち
へ
の
こ
れ
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。

特
に
若
い
人
た
ち
、
子
ど
も
だ

と
か
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
、
趣
味
な
ど
通
じ
て

集
ま
っ
て
村
づ
く
り
を
考
え
て

も
ら
う
の
が
一
つ
の
き
っ
か
け

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
７０
周
年
の
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
の
募
集
を
か
け
て
い
ま

す
。

問
　
人
口
問
題
、
人
材
育
成
に

つ
い
て
南
信
州
広
域
連
合
で
連

携
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
村
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

村
長
　
過
去
何
回
も
話
さ
れ
て

い
る
問
題
で
す
。
例
え
ば
公
民

館
単
位
西
部
地
区
の
取
り
組
み
、

下
條
村
、
松
川
町
、
合
同
で
若

い
人
た
ち
の
勉
強
会
も
３
年
く

ら
い
し
て
い
ま
す
。
移
住
イ
ベ

ン
ト
の
共
同
開
催
な
ど
連
携
っ

て
す
ご
く
大
事
な
こ
と
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。

ご
提
案
が
あ
っ
た
ら
皆
様
に
も

お
願
い
し
た
い
。

問
　
伍
和
地
区
人
口
減
、
農
地

保
全
に
つ
い
て
。

村
長
　
伍
和
地
区
は
自
然
、
農

地
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
素
晴
ら

し
い
景
観
の
地
域
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
振
興
協
議
会
を
作
っ

て
２
年
目
、
若
い
皆
さ
ん
に
し

っ
か
り
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

新
し
い
方
法
、
い
ろ
ん
な
事
を

考
え
て
い
ま
す
。
農
政
係
や
産

業
振
興
公
社
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　
副
村
長
人
事
に
つ
い
て
。

村
長
　
村
長
選
挙
が
２
月
に
あ

り
、
結
果
が
確
定
し
な
い
う
ち

か
ら
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
は
動

け
ま
せ
ん
。
お
願
い
す
る
方
が

決
ま
れ
ば
提
案
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

ゼロカーボン宣言をいつするのか
令和８年度１０月を予定しています

人材育成と人口減少対策
村を背負ってもらいたい、７０周年サポーター制度募集

唐
澤
浩
平

大
嶋
正
男
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令
和
８
年
２
月
５
日
、
日
帰
り
の

予
定
で
阿
智
・
昼
神
観
光
局
が
、
東

京
ド
ー
ム
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
２
月
１

日
か
ら
３
月
２２
日
ま
で
行
っ
て
い
る

阿
智
村
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
村
の
担

当
課
の
職
員
と
議
員
有
志
が
視
察
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
無
料
で
実
施
し
て
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
で
、
村
に
と
っ
て
も
大

変
意
義
の
あ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
視
察
当
日
は
東
京
ド
ー
ム
で
ア
イ

ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
る
と
の
こ

と
で
、
大
勢
の
若
い
方
た
ち
で
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ

の
中
の
建
物
の
６
階
で
行
わ
れ
て
い

る
「
ス
ペ
ー
ス
ト
ラ
べ
リ
ュ
ー
ム
テ

ン
Ｑ
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
仮
想
の
宇
宙
旅
行
を
体
験
し
よ

う
と
多
く
の
人
達
が
列
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
私
達
も
宇
宙
旅
行
を
体
験

し
よ
う
と
Ⅴ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
宇

宙
服
を
着
て
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
り
込
み

ま
し
た
。
本
当
に
飛
び
立
つ
感
触
の

中
で
、
宇
宙
空
間
が
現
れ
月
面
に
着

陸
し
て
宇
宙
の
散
歩
を
楽
し
み
ま
し

た
。

 

　
宇
宙
旅
行
が
終
わ
り
次
の
ス
ペ
ー

ス
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
部
屋

は
暗
い
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ

で
は
飲
み
物
を
飲
ん
で
ゆ
っ
く
り
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
憩
い
の
空
間
と

な
っ
て
い
て
、
大
き
な
壁
一
面
に
阿

智
村
の
四
季
折
々
の
写
真
が
映
し
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
宇
宙
旅
行
を
テ
ー

マ
に
、
展
示
や
リ
ア
ル
な
Ⅴ
Ｒ
体
験

を
楽
し
め
る
エ
ン
タ
メ
施
設
で
あ
り
、

「
日
本
一
の
星
空
」
で
有
名
な
阿
智

村
と
の
コ
ラ
ボ
を
企
画
し
て
い
た
だ

い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
回
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

企
画
し
て
い
た
だ
け
た
の
も
、
阿

智
・
昼
神
観
光
局
の
日
頃
か
ら
の
努

力
と
営
業
の
力
と
思
い
ま
す
。

　
東
京
圏
内
で
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、

「
阿
智
村
を
知
っ
て
い
る
」
、「
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
が
５０
％

以
上
い
る
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
「
阿
智
村
」
を
多
く
の
人

達
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
少

し
で
も
阿
智
村
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
人
達
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

實
原
　
恒
禎

東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
議
員
研
修

仮
想
空
間
で
の
宇
宙
旅
行
を
体
験

仮想の宇宙空間

阿智村とのコラボ阿智村とのコラボ

阿智村とのコラボ
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　日本には「春一番」という言葉があります。冬から春に変わる時に吹くその年初めて
の強い風のことで、その昔、長崎県で突風による漁師の遭難事故をきっかけとして、危
険な風ということで「春一番」「春一」と呼ばれるようになったそうです。私は春一番と
聞くと、その突風に煽られてやってくる花粉たちに恐怖を覚えますね。鼻がかゆいです。
　このコーナーでは本誌中に出てくる用語について解説しています。本誌に出てくる用
語以外でも、解説が必要なことがあれば、用語や条例なんでもご要望ください！それで
は今回も一緒に用語の勉強をしていきましょう！ 

おしえて！セイアくん！（仮）

ページ 用語解説

★物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金とは　国がエネルギーや食料品価格など物価高騰の影響を受けた生
活者や事業者に対し、自治体が地域の実情に合わせてきめ細やかに支援実施できるよう交付された支援金のこと

★昼神温泉リニア新時代構想とは　昼神温泉全体のリニア開通後の姿を思い描いた構想。村では特に湯ったり～な
昼神や鶴巻荘を中心に建て替えやまちづくりを検討している

★起債事業とは　道路や学校、庁舎など長期間にわたり利用するハード事業の財源を国や金融機関からの借入金
（地方債）で賄う事業のこと。単年度の税収では賄えない大規模事業の資金調達として用いられる

★辺地対策事業とは　辺地（役場等までの距離が遠く、交通・自然的条件等に恵まれない山間地等のへんぴな地域）
とその他の地域との間の生活文化水準の著しい格差をなくすための事業

★過疎対策事業債とは　過疎地域とされた自治体が過疎地域自立促進市町村計画に基いて行う事業の財源に利用
できる地方債。元利償還金（返済する金額）の70％が地方交付税の基準額に算定することができる

★機能別団員とは　火災予防・広報や大規模災害時の避難所支援など特定の活動にのみ参加する消防団員のこと

★専決とは　本来議会で議決しなければいけない案件について、あらかじめ定められた規定に基づいた中で時間的
に議会の招集を待てない場合などに、村長が意思決定すること

★指定管理者制度とは　地方公共団体に代わって公の施設の管理を代行すること。多様化、高度化する住民のニー
ズへの効率的・効果的な対応を図り、住民サービスの向上。行政コストの縮減を図ることを目的とした制度

★農地利用最適化推進委員とは　農業委員会から委嘱され、地域の現場活動を通して農地の集約化や遊休農地の
解消、新規就農の促進などを進めている委員

★要対策土とは　トンネル掘削工事や建設工事などで発生する土砂の中で、ヒ素、フッ素、六価クロムなどの自然
由来の重金属が基準値を超えて含まれている土のこと。放置すると環境リスクがある

★自主財源・依存財源とは　自主財源は地方税など自治体が独自に稼ぐ収入（住民税や固定資産税など）。依存財源
は地方交付税や国庫支出金など外部から入る収入のこと。自主財源比率が高いほど財政の自由度・安定性が高いと
される

★義務的経費・投資的経費とは　義務的経費は人件費や扶助費など削減することが困難な経費のこと。投資的経費
は道路、施設など将来に残る資本形成に使われる経費のこと。財政の硬直化が進むと義務的経費の割合が高まり、
投資的経費の割合が低下する傾向にある

★主要財政指標とは　決算数値から自治体の経済状況を計る指標のこと

★財政調整基金とは　地方公共団体が年度間の財源の変動に備えて積み立てるお金

★信州ワインバレー（構想）とは　長野県が県内のワイン産業振興を目的に推進するワイナリーが集積する５つの
エリア（千曲川、桔梗ヶ原、日本アルプス、八ヶ岳西麓、天竜川）の総称

2

4

4

4

4

4

６

9

10

13

13

13

13

13

14
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日
ご
と
に
季
節
の
移
ろ
い
を
感

じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
８
日
に
は
衆
議
院
選
挙
と

合
わ
せ
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
阿

智
村
長
選
挙
が
行
わ
れ
熊
谷
秀
樹

氏
が
４
期
目
の
重
責
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様
の

幸
せ
な
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
よ

う
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
８４
億
円
と
す
る
令
和
８

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
２６

議
案
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
予
算
は
、
村
の
今
後
一
年
間
の

行
政
運
営
の
方
向
性
を
示
す
大
切

な
も
の
で
あ
り
、
村
民
の
暮
ら
し

に
深
く
関
わ
る
も
の
で
す
。
議
会

で
は
限
ら
れ
た
財
源
が
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
重
ね
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
村

民
の
た
め
の
議
会
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　

小
林
　
義
勝

リニア中央新幹線工事ってなんだろう…？

　当村では令和８年度からリニア中央新幹線のトンネル掘削工事が始まります。リニア中央新
幹線は阿智村清内路地区を通過するルートとなっていて、図の赤字「萩の平非常口」が、本議
会だより11ページにある萩の平ヤードの写真の部分です。
　工事の大まかな内容として、萩の平ヤード（非常口部分）からリニア中央新幹線の本線へ向
かって掘り進め、本線から南木曽方面に掘り進めていきトンネルを開通させてゆく内容です。

村道１─20号線は、掘った際に出る土を発生土置き場まで運ぶため、ダンプ
カーが行き来するのに道幅が狭いと一般車の妨げとなるので、道幅を拡げ補
強する工事をしていました。


